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この度、2025年 12月にパシフィコ横浜で開催された第

48回日本分子生物学会にてMBSJ Poster Award 2025を
受賞しました。修士課程 2年間での研究が評価されたこと
を大変嬉しく思うとともに、大いに研究を支えてくださっ

た、指導教員、共同研究者の皆様ならびに発表の場で多く

のご意見をくださった皆様に心より感謝申し上げます。 
受賞対象となった研究は「DNA オリガミ製ナノスプリ
ングを用いたモータータンパク質 KIF1A の力計測」です。
本研究では、DNA を材料として作製した世界最小のコイ
ル状バネ「ナノスプリング」を用いて、モータータンパク

質 KIF1A が発生する力を 1 分子レベルで計測する実験系
を構築し、KIF1A の力発生特性を定量的に調べました。
研究内容の詳細については、2026年度の第 66巻第１号の
物性研だよりでも取り上げていただいているため、そちら

をご覧いただければ幸いです。 
さて、今回この受賞記事の執筆を依頼されたとき、実は

少し悩みました。というのも、発表した研究内容自体は、

以前物性研だよりで紹介していただいた内容と大きく重な

るからです。同じ話をもう一度書くのもどうだろうか、

いっそ辞退した方がよいのではないか、とも考えました。

しかしせっかくの機会なので、ここでは研究内容そのもの

ではなく、今回のポスター作成時に個人的にかなりこだわ

った「デザイン」、特に「色」について書いてみたいと思

います。研究内容の陰に隠れてしまった細かなこだわりを、

ここで少し成仏させていただくことにします。 
私は、プレゼン資料やポスターを作るとき、どうしても

何かしらのテーマや仕掛けを入れたくなってしまう癖があ

ります。今回のポスターでは、ふと思い立って、私の大好

きな作品である『ヱヴァンゲリヲン新劇場版』の配色を参

考にしてみることにしました。新劇場版は『序』『破』『Q』
『シン』の 4作品からなり、それぞれの作品には、赤、オ
レンジ、水色、白といった印象的なテーマカラーがありま

す。そこでポスター内の各セクションにも、それらの色を

順番に対応させるように配色しました(図 1)。 
一般的に、学会ポスターでは一つの有彩色を基調色とし

て用い、全体をまとめることが多いように思います。その

方が統一感を出しやすく、情報も整理しやすいからです。 

一方で、今回はあえて複数の色を使いました。複数色を使

うと、ともすれば紙面が煩雑になり、どこを見ればよいの

か分かりにくくなってしまいます。しかし、実際に完成し

たポスターを見てみると、個人的にはかなり見やすく、か

つ会場でも目に留まりやすいものになったのではないかと

感じました。もちろん、これは自画自賛ですが。 
 

 

図 1. 受賞対象となったポスター。『ヱヴァンゲリヲン新劇場版』
4作品のテーマカラーを意識した。 
 
そこで、この配色に何かしらの裏付けがあるのだろうか

と思い、少し色彩について調べてみました。色を体系的に

整理する方法の一つに、PCCS 色相環があります。PCCS
は日本色研配色体系とも呼ばれ、色相とトーンを組み合わ

せて色を整理する体系です。色相とは赤、黄、緑、青、紫

といった色みの違いを表すもので、PCCS ではこれを 24
の色相に分け、円環状に配置しています(図 2)。この色相
環を見ると、近い位置にある色はまとまりやすく、反対側

にある色は対比が強くなることが分かります。したがって、

色相環上で色の位置関係を見ることで、色同士の調和や対

比を考えることができます。 
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図 2. エヴァ新劇場版の 4 作品のテーマカラーを色相環上に配置
した模式図。赤・オレンジの暖色系と水色の寒色系は対照的な位

置関係にあり、分裂補色配色に近い関係として捉えられる。白は

無彩色のため色相環の中心に示した。 
 
配色技法の一つに、スプリットコンプリメンタリー、す

なわち分裂補色配色というものがあります。これは、ある

色の補色そのものではなく、その両隣にあたる色を組み合

わせる方法です。補色関係よりも対比が穏やかで調和しや

すい一方、適度な華やかさや洗練された印象も生まれるた

め、対比と統一感の両方を求める場面で用いやすい配色技

法です。今回用いた赤、オレンジ、水色、白を厳密にこの

配色技法だけで説明できるわけではありませんが、赤やオ

レンジの暖色系と、水色の寒色系が組み合わさることで、

強いコントラストと一定のまとまりが生まれていたように

思います。意図的にそう設計されているのか、あるいは別

の意味や演出上の理由があるのかは分かりませんが、強く

印象に残る色の組み合わせには、色彩調和の観点から見て

も説明できる部分があるのかもしれません。 
少し話がそれますが、実は、今回の記事を書くにあたり、

何を書けばよいかを考えるため、過去の物性研だよりを参

考にしようと調べていました。すると、1961 年の初巻か
ら現在までの号が残されていることを知りました。せっか

くなので過去の号を眺めていると、記事の内容だけでなく、

表紙のデザインや色にも長い歴史があることに気づき、興

味が湧いて少し調べることにしました。 
表紙の基本デザインは、1961 年度から 2000 年度第 40
巻第 3 号まで長く続いていました。その後、2000 年度第
40 巻第 4 号から少し変更が加えられ、そのデザインは
2016年度第 56巻第 2号まで続きます。そして 2016年度
第 56 巻第 3 号以降、現在のデザインへと一新されました。
ここで特に面白いのは、2016 年に現在のデザインになる
以前、表紙には毎年度(巻)異なるテーマカラーが存在して

いたことです。 
そこで、過去の表紙に使われていた色を並べてみます

(図 3）。そうすると、ある時期までは色の変化に周期性が
あることが分かりました。特に初期デザインが使われてい

た 1961年から 2000年頃までは、10年周期で色がサイク
ルしており、年度の一の位ごとに異なるテーマカラーが割

り当てられていたように見えます。もちろん、古い号はス

キャン画像であったため、色褪せや印刷状態の違いによる

多少の色のずれはあります。また、1984 年頃には本来の
周期から少しずれ、その後再び戻っているように見える箇

所もありました。これが意図的な変更だったのか、単なる

例外だったのかは分かりませんが、眺めているだけでもな

かなか味わい深いものがあります。 
2000 年度以降、表紙デザインが少し変わってからは、
それまでのような明確な周期性は見られなくなり、比較的

明度の高い色が使われるようになります。そして 2016 年
度第 56 巻第 3 号から現在のデザインになると、控えめな
色使いの新しいデザインへと変化しています。現在のデザ

インは統一感があり、刊行物としての落ち着きも感じられ

ます。一方で、過去の巻に見られた毎年少しずつ色が変わる

楽しさがなくなったことには、少し物寂しさも感じました。 
こうして過去の表紙を眺めていると、表紙の色は記事の

内容そのものではないにもかかわらず、その号の第一印象

を確かに形づくっているように感じました。読者が本文に

向き合う前に最初に目にするものとして、表紙の色やデザ

インは、物性研だよりという刊行物への入口になっていま

す。毎巻のテーマカラーや長く受け継がれてきたロゴには、

内容を直接説明するものとはまた別の形で、物性研だより

の歴史や雰囲気が残されているように思います。 
長々と、ポスターの色から物性研だよりの表紙の色まで

話が広がってしまいました。研究発表において最も重要な

のは、もちろん研究内容そのものです。しかし、その内容

をどのように見せるか、どのような順番で伝えるか、ど

のような色や配置で視線を導くかも、発表の印象を大き

く左右します。特にポスター発表の会場では、数多くの

ポスターが並ぶ中で、まず足を止めてもらう必要がありま

図 3. 物性研だより表紙に用いられていたテーマカラーの変遷。1961 年度から 2000 年度ごろまでは、年度の一の位に対応した
10年周期の色変化が見られる。2000年度以降は周期性が弱まり、2016年度第 3号以降は現在の統一デザインへ移行した。 
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す。その意味で、デザインは単なる装飾ではなく、研究内

容を届けるための入口の一つなのだと思います。 
複数の色を使うことは、使い方を誤ると煩雑さにつなが

ります。しかし、色同士の関係を少し意識するだけでも、

統一感や視認性はかなり変わります。今回の私のポスター

も、最初はほとんど趣味の延長のような発想から始まりま

したが、結果として研究内容を楽しく、印象的に伝える助

けになっていたのかもしれません。 
今後も、研究内容そのものを深めることはもちろん、そ

れをどのように見せ、どのように伝えるかについても工夫

しながら、研究活動に取り組んでいきたいと思います。 
 


